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Relational analysis of the benthic invertebrate phase and the situation of a flow in the river 
using a multivariate analysis 
Mitsushi OKUMURA
The feature of the river ecosystem distributes litter that becomes invertebrate's food to the entire 
river, and the carbons circulate. Litter is an important base that supports the biodiversity of the 
river ecosystem. Therefore, it is important to evaluate relations between streambed topography, 
invertebrates and litter adequately to make the river which is good for river ecosystem. Therefore, in 
this study, I studied the streambed topography and invertebrates and relations with litter.






































































流速 60 ㎝ /s 以上 60 ㎝ /s 以下 60 ㎝ /s 以下






























































































































河川の形態 生活型 摂食型 リター
早瀬 滑行型，滑行掘潜型 刈取食者，捕食者　　 広葉，種子
平瀬 造網型，携巣型 採集食者 2mm 以下
淵 固着型，自由掘潜型 摘取食者 枝，藻類
表－８　主成分分析の結果（吉野瀬川）
河川の形態 生活型 摂食型 リター
早瀬 造網型 濾過食者 2mm 以下，種子
平瀬 滑行型，携巣型，粘液匍匐型 刈取食者 広葉，針葉
淵 滑行掘潜型 捕食者，採集食者，摘取食者 枝，藻類
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造網型のシマトビケラ類は，水中の石の表面や間に砂粒
や植物片を絹糸で綴り合わせた巣室をつくりその中で生
活をしている．携巣型のツツトビケラ類も，携帯巣をつく
るために砂粒や植物片などの細かな材料を利用している．
瀬には，それらの底生動物が巣をつくるための材料となり
うる細かなリターとの相互関係がみられた．また，トビケ
ラ類の底生動物は，水中に溶け込んだ酸素を体表面や気管
鰓から取り込みながら生息しているので，酸素が豊富な水
が常に体のまわりを流れている必要がある４）．瀬は水深が
浅く水面が波打つ箇所が多いため，水中に酸素が供給され
やすいことから，造網型や携巣型のトビケラ類が生息でき
る環境条件が整っていると考えられる．
淵には，固着型のガガンボ類や自由掘潜型のモンカゲロ
ウ類との相互関係がみられた．これらの底生動物は，流れ
が緩い場所で礫の表面などに固着したり，砂や泥の中に
潜ったりしながら生息しており，河底に溜まる藻類や縣濁
有機物を摂食している．淵は流れが緩く水深も深いことか
ら，他の底生動物の排泄物や遺骸，分解されずに残った枝
などのリターが溜まりやすいため，固着型，自由掘潜型の
生物種が生息できる環境条件が整っていると考えられる．
また，図－４，図－５より遊泳型と匍匐型の主成分得点
が，図の中心付近にあることがみられた．このことから，
泳ぎの得意なチラカゲロウやコカゲロウなどの遊泳型や，
かぎ爪のついた脚で河床を移動して他の底生動物を捕食
するカワゲラやヘビトンボなどの匍匐型は，流速や流量，
河床構造などの環境条件に関係なく生息できる生物種で
あると考えられる．
６．まとめ
今回の底生動物調査により，底生動物とリター，河川形
態の相互関係について検討した．河川の生態系は，図－
10 のように底生動物とリター，河川形態などの要素によ
り成り立っている．これらの要素は，河川への生活排水の
流入による水温・水質の変化や，森林伐採によるリター供
給の欠落，河川改修による河床構造の変化などといった人
為活動による影響を受けやすい．
また，自然な河川は，上流から下流までに様々な河川
形態をもっており，瀬や淵，川幅が広いところや狭いと
ころなど変化に富んでいる．河川の形態が違うことによっ
て，そこに堆積するリターや生息している底生動物の傾向
も異なっている．このことから，瀬や淵といった河川の構
造的多様性が，底生動物にとっての豊かな環境条件を創出
し，河川生態系を安定させていると考えられる．
河川生態系に配慮した河川づくりを考えていくために
は，河川に生息する多種多様な生物の生活史を把握し，そ
の生息に必要な環境条件を理解することが重要である．
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図－ 10　河川生態系における相互関係
